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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

2024/11/30 9:00 エリア内搬入・セットアップ 

2024/11/30 16:20~12/1 9:30 ビーム使用(5GeV)、その後セットアップ変更 

2024/12/1 11:00~15:30 ビーム使用(5GeV, Q マグネット off) 

2024/12/1 15:30~12/2 9:40 シャッター閉後、ビームラインの扉が開かなくなる 

2024/12/2 9:45~13:00 ビーム使用(5GeV, Q マグネット off) 

2024/12/2 13:00~ 14:00 撤収 

 

６．ビームの状況 

すべて 5 GeV 設定で行った。5mm 角トリガーシンチ２つでレートは 10Hz 程度。GasPM を用いたテス

ト時に Q マグネットを落とし、ビームレートを下げた。20mm 角トリガーシンチ２つでレートは 150Hz

程度。 

12/1 午後にビームシャッターのインタロック信号の不具合が起き、ビームシャッター閉後、ビームライ

ンの扉およびビームシャッターを開くことができない問題が 12/2 朝まで続き、データ取得ができなかっ

た。この日は日曜日のため、担当の池上さんに連絡がつかなかった。 

 

７．実験成果 

本実験の目的は、MCP-PMT にサファイアガラスを取り付けた検出器と、GasPM に石英を取り付け

た検出器の、読み出し系も含めた、荷電粒子検出の時間分解能を評価することである。直線に並べた検

出器に 5 GeV の電子を入射した。シンチレーションカウンタ 2 つをトリガーにして、MCP-PMT 及び

GasPM からの信号波形を DRS4 Evaluation Board で記録した。検出器間の電子の飛行時間（TOF）を

計算し、その標準偏差から MCP-PMT と GasPM の読み出し系も含めた時間分解能を評価した。 

得られた信号の立ち上がり部分にフィッティングして信号時刻を求め、２つの信号時刻の差を TOF 

とした。トリガーカウンターからは、電圧の積分値である電荷が大きいシンチレーション光の信号と、

電荷が小さいチェレンコフ光の信号が得られた。電子が検出器系の中心を通ったことを示すシンチレー

ション光のイベントのみ扱い、ノイズの影響を小さくするために MCP-PMT 及び GasPM の信号波高

が大きいイベントのみ扱うこととした場合、TOF の標準偏差は、MCP-PMT は σTOF = 17.1 ± 0.2 ps 

であった。GasPM は σTOF ≈ 100 ps であった。 



MCP-PMT 及び GasPM にチェレンコフ輻射体を取り付けた検出器の、読み出し系も含めた、電子検

出の時間分解能を評価したが、目標にはまだ届いておらず、原因を見つけるためにさらなる解析が必要

である。 

 

８．結果の公表予定 

第 5 回プラットフォーム A（光検出器、シンチレータ）研究会で一部公表した。今後、物理学会や修士

論文で公表予定。 

 

９．今後の要望 

実験準備室に Wifi(eduroam など)が欲しい 

 

以上 


